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「
人
権
委
員
会
設
置
法
案
」
の
上
程
を

　
　
法
案
骨
子
を
各
政
党
に
提
示
す
る

今　号　の　内　容

法務省の動向････････････････････ １Ｐ

都府県本部関係･･････････････････ １Ｐ

人権委員会の設置等に関する

検討中の法案の概要････････ ２Ｐ～７Ｐ
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灘本昌久さんの長期連載　3話･････ 10 Ｐ

　
法
務
省
は
、
昨
年
12
月
15
日
に
「
人
権

委
員
会
の
設
置
等
に
関
す
る
検
討
中
の
法

案
の
概
要
」
を
政
務
三
役
名
で
公
表
し
た
。

　
法
務
省
は
公
表
に
当
た
っ
て
、
新
た
な

人
権
救
済
機
関
（
人
権
委
員
会
）
の
設
置

に
つ
い
て
、
様
々
な
ご
意
見
や
提
言
を
踏

ま
え
、
人
権
委
員
会
の
組
織
・
権
限
、
救

済
手
続
き
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
問
題
点

の
整
理
・
検
討
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
６
月

22
日
の
法
務
省
政
務
三
役
「
新
た
な
人
権

救
済
機
関
の
設
置
に
つ
い
て
（
中
間
報

告
）」、
本
年
８
月
２
日
の
法
務
省
政
務
三

役
「
新
た
な
人
権
救
済
機
関
の
設
置
に
つ

い
て
（
基
本
方
針
）」
と
し
て
公
表
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
後
も
、
引
き
続

き
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ

の
度
、
そ
の
検
討
結
果
を
取
り
ま
と
め
、

「
人
権
委
員
会
の
設
置
等
に
関
す
る
検
討

中
の
法
案
の
概
要
」
と
し
て
、
本
日
、
こ

れ
を
公
表
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
と
し

て
い
る
。

　
私
ど
も
が
「
部
落
解
放
同
盟
国
有
化
法

案
」
と
揶
揄
し
て
い
た
「
人
権
侵
害
救
済

法
案
」
で
は
な
く
、
私
ど
も
の
３
点
の
修

正
案
を
す
べ
て
取
り
入
れ
た
た
め
に
、
私

ど
も
が
制
定
を
強
く
求
め
て
き
た
「
人
権

擁
護
法
案
」
よ
り
も
更
に
後
退
し
た
内
容

に
な
っ
て
い
る
。

　
今
年
に
な
っ
て
法
務
省
は
、
こ
の
法
案

の
概
要
に
基
づ
く
「
人
権
委
員
会
設
置
法

案
」（
仮
称
）
の
骨
子
（
案
）
を
策
定
し
、

各
政
党
に
提
示
し
て
い
る
。

　
民
主
党
の
法
務
部
門
会
議
で
は
了
承
し

た
ら
し
い
が
、
自
民
党
の
法
務
部
会
で
は

「
人
権
擁
護
法
案
」
の
時
と
同
様
に
慎
重

な
意
見
が
相
次
い
だ
ら
し
い
。

　
し
か
し
、
自
民
党
の
法
務
部
会
は
前
回

の
よ
う
な
活
気
は
な
く
、
役
員
を
含
め
て

僅
か
数
人
で
の
会
合
の
よ
う
だ
。
役
員
構

成
を
勘
案
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
事
態
は

予
測
で
き
る
し
、
納
得
で
き
る
も
の
で
あ

る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
人
権
擁
護
法
案
」

は
３
月
８
日
に
国
会
へ
提
出
さ
れ
て
い
る

の
で
、「
人
権
委
員
会
設
置
法
案
」
も
３

月
中
に
は
速
や
か
に
閣
議
決
定
し
、
国
会

へ
提
出
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ

る
。

　
今
回
は
、
法
案
の
骨
子
（
案
）
は
掲
載

せ
ず
に
、
公
表
さ
れ
た
概
要
を
掲
載
す
る
。

都
府
県
本
部
関
係

　
京
都
府
本
部
（
会
長 

上
田
藤
兵
衞
）
で

は
、
京
都
市
協
議
会
（
議
長 

山
口
　
勝
広
）

と
合
同
で
の
新
春
懇
親
会
を
、
１
月
14
日

午
後
６
時
か
ら
京
都
市
内
の
「
京
都
ホ
テ

ル
オ
ー
ク
ラ
」
に
、
国
会
、
府
会
、
市
会

の
各
議
員
や
自
治
体
の
代
表
者
多
数
を
来

賓
に
招
き
、
３
５
０
名
を
集
め
開
催
し
た
。

　
今
年
は
京
都
市
長
選
挙
の
直
前
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
現
職
し
て
立
候
補
さ
れ
る

門
川
大
作
・
京
都
市
長
に
、
推
薦
状
を
手

渡
し
、
必
勝
を
誓
い
あ
っ
た
。

第
27
回
全
国
大
会

 
 

日
　
時 

５
月
22
日(

火)

　
午
後
２
時
～
４
時

 
 

場
　
所 

自
民
党
本
部
９
Ｆ
９
０
１
会
議
室

※
今
全
国
大
会
も
、
開
会
か
ら
閉
会
ま
で
をU

strea
m

で
完
全
生
中
継
を
行
い

ま
す
。
中
央
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
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人権委員会の設置等に関する検討中の法案の概要

新たな人権救済機関として，政府からの独立性を有する人権委員会を設

置し，当該委員会の組織・権限及び調査手続その他必要な事項を定める。

１ 法案の名称

人権擁護に関する施策を総合的に推進するため人権委員会を設置すること等，

法案の内容を端的に示す法案の名称を引き続き検討中

２ 総則関係

○ 目的

人権委員会の設置等により，人権擁護施策を総合的に推進し，人権尊重社会

の実現に寄与することを目的とする。

○ 人権侵害等の禁止（調査手続の対象）

不当な差別，虐待その他の人権侵害及び差別助長行為をしてはならない旨を

規定

（参考）

※ 人権侵害とは，

① 特定の者に対して，

② その有する人権を侵害する行為であり，

③ 司法手続においても違法と評価される行為 をいう。

すなわち，

・ 憲法の人権規定に抵触する公権力等による侵害行為 のほか，

・ 私人間においては，民法，刑法その他の人権に関わる法令の規定に照ら

して違法とされる侵害行為 が人権侵害となる。

※ 差別助長行為とは，

① 人種等の共通の属性を有する不特定多数の者に対する不当な差別的取扱い

を助長・誘発することを目的として，

② 当該不特定多数の者が当該属性を有することを容易に識別することを可能

とする情報を，

③ 文書の頒布・掲示等の方法により公然と摘示すること をいう。

○ 国の責務

人権の擁護に関する施策を総合的に推進することが国の責務であることを明

記
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３ 人権委員会の組織

法務省の外局として設置（国家行政組織法３条２項）○ 設 置

人権救済，人権啓発，政府への意見提出，国会への報告等○ 所掌事務

委員長並びに常勤及び非常勤の委員により構成○ 構 成

中立公正で人権問題を扱うにふさわしい人格識見を備えた者を，○ 任 命

両議院の同意を得て，内閣総理大臣が任命（国会同意人事）

委員長・委員の職権行使における独立性を保障○ 独 立 性

事務局を設置○ 事 務 局

事務局に弁護士資格を有する職員を配置

事務局の事務を法務局長・地方法務局長に委任○ 地方組織

全国所要の地に，事務局職員（現地担当官）を配置し，公務員に

よる人権侵害事案の調査及び法務局・地方法務局の指導監督等の事

務を行わせる。

４ 調査・措置の手続

人権侵害及び差別助長行為○ 対 象

任意調査（旧法案では，調査拒否に対する過料の制裁を伴う特別調○ 調 査

査と制裁を伴わない一般調査が設けられていたが，任意の調査に一本

化し，特別調査に関連する規定は設けない ）。

①調査開始後いつでも行うことができる措置○ 措 置

援助，調整

②人権侵害が認められた場合に行うことができる措置

説示，勧告，通告，告発，要請

③公務員による人権侵害が認められた場合に行うことができる措置

勧告（公務員及びその所属する機関に対して行う ）。

公表（勧告を受けた機関が勧告に従わなかった場合にその旨を

公表する（広報としての公表とは別 ））。

資料提供（勧告を行った場合に被害者の権利行使のために行

う ）。

④当事者の意向を踏まえた解決のための措置

調停，仲裁
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５ 人権擁護委員

○ 人権擁護委員については，既存の委員及びその組織体を活用

○ 人権擁護委員法の一部改正

・ 委嘱権者・指揮監督権者を法務大臣から人権委員会に改める。

・ 人権擁護委員の行う職務の公務性を踏まえ，非常勤の国家公務員と位置づ

け（国家公務員法適用排除規定を削除）

・ 専門的な知識経験を有する者等，適任者のより一層の確保を図るため，市

町村長の推薦による委嘱とは別の，補充的な委嘱制度（特例委嘱制度）を創

設

・ 人権擁護委員の組織体に関する規定の整備（いわゆるブロック連合会に関

する規定の新設等）
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2
月
22
日
　
産
経
新
聞

2
月
22
日
　
朝
日
新
聞

3 月 2 日　読売新聞
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12 月 16 日　読売新聞

12 月 16 日　毎日新聞

12 月 16 日　朝日新聞

12 月 16 日　日本経済新聞
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想
像
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
自
分

の
無
能
を
さ
ら
け
だ
す
よ
う
だ
が
、
社
会

主
義
崩
壊
の
渦
中
に
あ
っ
て
も
、
あ
そ
こ

ま
で
完
全
に
社
会
主
義
体
制
が
崩
壊
す
る

と
は
、
な
か
な
か
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

革
命
の
一
日
は
平
時
の
十
年
に
値
す
る

と
、
ロ
シ
ア
革
命
の
指
導
者
レ
ー
ニ
ン
が

言
っ
て
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
が
、
歴
史

の
激
動
の
早
さ
と
激
烈
さ
は
凡
人
に
は
想

像
が
つ
き
が
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
、
革
命
を
め
ざ
す
人

間
は
反
差
別
を
闘
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
し
て
、
高
校
生
だ
っ
た
私
は
、
実
に
さ

ま
ざ
ま
な
反
差
別
運
動
を
こ
な
し
て
い
っ

た
。
部
落
解
放
運
動
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

女
性
差
別
、
民
族
差
別
、
障
害
者
差
別
。

い
わ
ゆ
る
「
四
大
差
別
」
を
な
く
す
た
め

の
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
。

　
し
か
し
、
始
め
た
ば
か
り
の
私
は
、
実

際
に
は
普
通
の
人
と
意
識
の
点
で
変
わ
る

と
こ
ろ
は
な
く
、
普
通
に
差
別
的
だ
っ
た

の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
あ
る
と
き
、
デ

モ
で
さ
ん
ざ
ん
機
動
隊
に
蹴
っ
飛
ば
さ

れ
、
や
っ
つ
け
ら
れ
て
帰
る
道
す
が
ら
、

憤
懣
や
る
か
た
な
い
私
は
、
た
い
し
た
混

乱
も
し
て
い
な
い
デ
モ
に
あ
ん
な
暴
虐
を

き
わ
め
る
機
動
隊
の
連
中
は
「
気
違
い

だ
！
」
と
罵
っ
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
リ
ー

ダ
ー
格
の
人
は
、「
そ
れ
は
精
神
障
害
者

差
別
だ
！
」
と
私
を
一
喝
し
た
。
と
く

に
、
何
の
説
明
も
な
か
っ
た
し
、
私
へ
の

追
及
も
そ
れ
以
上
な
か
っ
た
の
だ
が
、
そ

の
一
喝
で
私
は
自
分
の
発
言
が
そ
の
場
の

空
気
を
と
ん
で
も
な
く
か
き
乱
し
た
こ
と

を
悟
っ
た
。

部
落
解
放
運
動
四
十
年
を
振
り
返
っ
て
③

　
左
翼
運
動
と
し
て
の
部
落
解
放
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
本
　
昌
久

　
こ
の
狭
山
闘
争
に
は
、
新
左
翼
諸
党
派

が
大
量
に
参
加
し
て
お
り
、
解
放
同
盟
の

主
催
す
る
狭
山
の
集
会
に
は
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
被
っ
た
過
激
な
人
た
ち
で
あ
ふ
れ
て

い
た
。
狭
山
闘
争
は
、
一
九
七
四
年
九
月

26
日
の
十
万
人
を
超
え
る
集
会
が
頂
点
で

あ
っ
た
が
、
こ
の
一
九
七
〇
年
代
の
中
頃

と
い
う
の
は
、
左
翼
運
動
に
と
っ
て
は
な

か
な
か
妙
な
時
代
で
あ
っ
た
。
一
九
六
〇

年
代
末
の
全
共
闘
運
動
が
敗
退
・
終
息
し
、

セ
ク
ト
が
瀕
死
の
状
態
で
対
立
抗
争
を
繰

り
返
し
て
い
く
と
い
う
、
沈
滞
し
た
空
気

が
あ
る
い
っ
ぽ
う
で
、
華
々
し
い
時
代
で

も
あ
っ
た
。
一
九
七
五
年
四
月
三
〇
日
に

は
、
南
ベ
ト
ナ
ム
で
首
都
サ
イ
ゴ
ン
が
陥

落
し
、
米
軍
が
這
々
の
体
で
逃
げ
出
し
、

同
年
暮
れ
に
は
、
総
評
を
中
心
と
す
る
官

公
労
の
組
合
が
、「
ス
ト
権
奪
還
」
を
か

か
げ
て
、
八
日
間
に
わ
た
る
ス
ト
を
打
ち

抜
い
た
。
左
翼
運
動
に
と
っ
て
は
、
部
落

解
放
運
動
や
反
差
別
運
動
は
、
衰
退
す
る

左
翼
運
動
の
新
天
地
に
思
え
た
の
だ
ろ
う

（
こ
の
あ
た
り
の
状
況
は
、
拙
著
『
ち
び

く
ろ
サ
ン
ボ
よ
　
す
こ
や
か
に
よ
み
が
え

れ
』
二
三
七
頁
あ
た
り
を
参
照
い
た
だ
き

た
い
）。

 

そ
れ
か
ら
、
わ
ず
か
十
数
年
で
左
翼
運

動
が
沈
滞
す
る
ど
こ
ろ
か
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
社
会
主
義
が
全
面
崩
壊
し
て
跡
形
も

な
く
な
り
、
そ
の
社
会
主
義
の
総
本
山
自

体
で
あ
る
ソ
連
が
消
滅
す
る
な
ど
、
全
く

　
そ
ん
な
体
験
を
経
な
が
ら
、
私
の
差
別

問
題
へ
の
認
識
は
「
深
ま
っ
て
」
い
っ
た
。

そ
し
て
、
自
分
が
差
別
問
題
に
か
か
わ
る

最
低
限
の
資
格
が
差
別
語
を
使
わ
な
い
、

見
逃
さ
な
い
こ
と
で
あ
る
と
考
え
た
。

　
実
際
、
差
別
語
狩
り
的
な
や
り
か
た
は
、

わ
か
り
や
す
く
、
自
己
満
足
を
得
や
す
い
。

私
は
、
本
を
読
む
さ
い
に
、「
め
く
ら
」「
き

ち
が
い
じ
み
た
」
な
ど
、
お
も
に
障
害
者

差
別
と
い
わ
れ
る
用
語
に
次
々
に
×
を
つ

け
た
り
、
線
を
引
い
た
り
し
て
検
閲
・
削

除
し
て
い
っ
た
。

　
む
ろ
ん
そ
ん
な
こ
と
ば
か
り
し
て
い
た

わ
け
で
は
な
く
、
高
校
の
ホ
ー
ム
・
ル
ー

ム
の
時
間
な
ど
は
資
料
を
配
っ
て
部
落
問

題
の
学
習
会
な
ど
を
繰
り
返
し
行
っ
た

（
こ
の
点
、
自
由
に
ホ
ー
ム
・
ル
ー
ム
の

時
間
を
与
え
て
く
れ
、
ま
た
、
学
校
で
配

布
す
る
ビ
ラ
な
ど
を
印
刷
し
て
く
だ
さ
っ

た
担
任
の
Ｎ
先
生
に
は
感
謝
し
て
い
る
と

と
も
に
、
無
理
を
お
願
い
し
て
申
し
訳
な

く
思
っ
て
い
る
。
な
に
せ
、
ビ
ラ
な
ど
は

時
と
し
て
「
日
本
帝
国
主
義
伝
々
」
な

ど
、
過
激
な
文
字
が
あ
ふ
れ
て
い
た
の
だ

か
ら
。
穏
健
な
思
想
の
先
生
が
、
過
激
な

生
徒
の
巻
き
添
え
を
食
っ
て
い
な
け
れ
ば

良
か
っ
た
が
、
職
員
の
同
僚
間
で
は
、
結

構
な
風
当
た
り
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
う
）。

  

私
の
差
別
に
対
す
る
関
わ
り
は
、
ま
わ

り
の
人
に
対
し
て
は
学
習
会
が
主
で
、「
言

葉
狩
り
」
は
も
っ
ぱ
ら
自
分
に
だ
け
向
け

ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
学
校
の

教
師
に
差
別
語
狩
り
の
刃
を
む
け
た
こ
と

が
二
度
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
日
本
史
の
先

生
が
授
業
の
最
中
「
こ
ん
な
こ
と
言
っ
た

ら
怒
ら
れ
ま
す
け
ど
、
南
朝
で
は
・
・
・
」

と
発
言
し
た
こ
と
に
抗
議
し
た
こ
と
だ
。

単
に
「
南
朝
で
は
」
と
い
っ
た
だ
け
で
は

抗
議
ま
で
は
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、
頭

に
「
こ
ん
な
こ
と
言
っ
た
ら
怒
ら
れ
ま
す

け
ど
」
と
い
う
の
が
つ
い
て
い
た
の
に
カ

チ
ン
と
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
れ
は
差

別
だ
と
長
演
説
を
ぶ
っ
て
一
時
間
つ
ぶ
し

て
し
ま
っ
た
（「
南
朝
」
を
差
別
語
と
し

た
の
は
、
内
海
愛
子
・
梶
村
秀
樹
・
鈴
木

啓
介
編
『
朝
鮮
人
差
別
と
こ
と
ば
』（
明

石
書
店
、
一
九
八
六
年
）
に
収
録
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
論
文
を
受
け
売
り
し
た
の

だ
）。
も
う
一
つ
は
、
倫
理
社
会
の
時
間

に
先
生
が
「
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

馬
鹿
か
気
違
い
だ
け
で
す
」
と
い
っ
た
こ

と
に
抗
議
し
た
の
だ
っ
た
。
そ
の
と
き
は

時
間
が
な
か
っ
た
の
で
、
次
の
回
の
授
業

を
一
時
間
つ
ぶ
し
て
、
精
神
障
害
者
差
別

や
保
安
処
分
問
題
な
ど
に
つ
い
て
と
う
と

う
と
演
説
し
た
。
今
か
ら
思
え
ば
、
抗
議

の
中
味
は
政
治
的
で
、
あ
ま
り
人
の
心
を

動
か
し
た
り
、
差
別
問
題
へ
の
認
識
を
深

め
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
な

気
が
し
て
、
内
心
忸
怩
た
る
も
の
が
あ
る
。

　
の
ち
に
、
部
落
史
・
部
落
問
題
研
究
に

た
ず
さ
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
私
は
、
そ

う
し
た
言
葉
狩
り
的
な
運
動
が
有
害
無

益
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
、
つ
い
に
は

一
九
九
九
年
に
『
ち
び
く
ろ
サ
ン
ボ
よ
　

す
こ
や
か
に
よ
み
が
え
れ
』
を
書
く
に
至

る
の
だ
が
、
こ
の
時
点
で
は
、
ま
だ
ま
だ

通
俗
的
な
差
別
問
題
理
解
で
あ
っ
た
。


